
JP 2014-519925 A 2014.8.21

10

(57)【要約】
アダプターが子宮鏡システムのような内視鏡システムの
稼働チャネルに取り外し可能に結合され得るように構成
され得る、アダプター及びアダプターキットが記載され
る。アダプターは、細長の本体であって、細長の本体の
末端部と基端部との間に延在する中央内腔を有する細長
の本体にして、その本体の末端部と基端部との間の或る
長さ沿いに湾曲部を有する本体、を含み得る。アダプタ
ーは、患者の生体構造における変化量、たとえば、子宮
の大きさや形状及び卵管に対する小孔の位置における変
化量、に適合するように構成され得る。特定のアダプタ
ーが特定の患者の生体構造の使用の為に選択できるよう
に、多数の異なる特性を有する、同一でない複数のアダ
プターが、キットで販売され得る。
【選択図】図３
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　細長の本体であって、該本体の末端部と基端部との間に延在する中央管腔を含む細長の
本体にして、上記末端部と基端部との間にある細長の本体の所定長さ沿いに湾曲部を含む
細長の本体を有し、
　上記基端部は、内視鏡の稼働チャネルに対して、取り外し自在に接続されるように構成
されている、アダプター。
【請求項２】
　上記湾曲部は、上記中央管腔を０°から９０°の間で偏向させる、請求項１記載のアダ
プター。
【請求項３】
　上記湾曲部は、０．００２０インチから２インチの間の曲率半径を有する、請求項２記
載のアダプター。
【請求項４】
　上記細長の本体は、更に、直線部を有する、請求項２記載のアダプター。
【請求項５】
　上記直線部は、０ｃｍから２０ｃｍの間にある、請求項４記載のアダプター。
【請求項６】
　上記細長の本体の上記基端部は、上記稼働チャネルに内に押圧フィットするように構成
されている、請求項２記載のアダプター。
【請求項７】
　上記基端部は、テーパ状に形成されている、請求項６記載のアダプター。
【請求項８】
　更に、上記細長の本体に取り付けられたスリーブを有し、該スリーブは、上記内視鏡の
細長のシース上で滑るように構成されている、請求項２記載のアダプター。
【請求項９】
　上記スリーブは、上記細長のシースの長さ沿いの側面流出開口に対して整列するように
構成されている、該スリーブの長さ沿いの突出部を有する、請求項８記載のアダプター。
【請求項１０】
　更に、上記細長のシースの外側に跳ね返るように構成された、上記スリーブの内側に設
けられた弾性材料を有する、請求項８記載のアダプター。
【請求項１１】
　上記弾性材料は、Ｏ－リングである、請求項１０記載のアダプター。
【請求項１２】
　上記弾性材料は、シリコン又はウレタンからなる、請求項１０記載のアダプター。
【請求項１３】
　上記細長の本体は、透明である、請求項２記載のアダプター。
【請求項１４】
　上記細長の本体は、透明のウインドを有する、請求項２記載のアダプター。
【請求項１５】
　上記細長の本体は、柔軟である、請求項２記載のアダプター。
【請求項１６】
　上記細長の本体は、上記湾曲部を調整するために手動で変形可能である、請求項２記載
のアダプター。
【請求項１７】
　上記細長の本体は、上記湾曲部を調整するために熱の適用により変形可能である、請求
項２記載のアダプター。
【請求項１８】
　上記細長の本体は、子宮腔内に挿入されたときに変形する形状記憶材料から形成されて
いる、請求項１７記載のアダプター。
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【請求項１９】
　上記形状記憶材料は、透明である、請求項１７記載のアダプター。
【請求項２０】
　上記細長の本体は硬い、請求項２記載のアダプター。
【請求項２１】
　上記細長の本体は、ポリカーボネート、ガラス、及びパイレックスからなるグループか
ら選択される材料からなる、請求項２０記載のアダプター。
【請求項２２】
　上記細長の本体は、調整可能なジョイントを有する、請求項２記載のアダプター。
【請求項２３】
　上記調整可能なジョイントは、更に、１セットのスクリューを有する、請求項２２記載
のアダプター。
【請求項２４】
　上記細長の本体は、接続された複数の調整可能なシリンダーを有する、請求項２記載の
アダプター。
【請求項２５】
　上記接続された複数の調整可能なシリンダーは、ねじることによって調整可能である、
請求項２４記載のアダプター。
【請求項２６】
　同一でない複数のアダプターを有するキットにして、
　同一でない複数のアダプターの各々は、
　細長の本体であって、該本体の末端部と基端部との間に延在する中央管腔を含む細長の
本体にして、上記末端部と基端部との間にある細長の本体の所定長さ沿いに湾曲部を含む
細長の本体を有し、
　上記基端部は、内視鏡の稼働チャネルに対して、取り外し自在に接続されるように構成
されている、キット。
【請求項２７】
　上記同一でない複数のアダプターは、上記複数の湾曲部用の複数の異なる曲率半径を有
する、請求項２６記載のキット。
【請求項２８】
　上記同一でない複数のアダプターは、上記複数の中央管腔用の複数の異なる偏向角を有
する、請求項２６記載のキット。
【請求項３０】
　更に、直線状アダプタ伸張部を有する、請求項２６記載のキット。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本願発明の実施形態は、内視鏡システム及び方法に関する。より詳しくは、本願発明の
実施形態は、卵管（ファロービウス管）に経頸管的にアクセスするための、子宮鏡システ
ム及びアダプターに関する。
【背景技術】
【０００２】
　女性の避妊や不妊化は、受胎を阻害するべく、インサートを卵管内に経頸管的に導入す
る子宮鏡的避妊手術により、達成され得る。そのようなアプローチのための装置や、シス
テムや、方法は、種々の特許や、現在の譲受人に譲渡された特許出願に記載されている。
たとえば、米国特許第６，５２６，９７９号、米国特許第６，６３４，３６１号、米国出
願公開第２００６／０２９３５６０号して発行された米国特許出願第１１／１６５，７３
３号や、米国特許出願第１２／６０５，３０４号は、（又、インプラント及び装置として
言及される）インサートを卵管の小孔（小門）内に経頸管的に挿入し、該インサートを卵
管内に機械的に固定するステップを記載している。そのようなアセンブリの一例は、カリ
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フォルニア、マウンテン・ビューにあるコンセプタス・インコーポレイテッド（Conceptu
s, Inc.）が提供する「エシュア」（Essure）［登録商標］として、知られている。「エ
シュア」［登録商標］インサート内への増殖組織（Tissue in-growth）は、外科処置を必
要とすることなく、長期に亘る避妊、及び／又は永久的な不妊状態、をもたらす。
【０００３】
　子宮鏡的避妊手術の重要なアスペクトは、卵管の小孔を特定するために、子宮を通して
、操作する必要があることである。子宮鏡は、視覚化されるべき領域を照射するための光
源に接続された、長くて細いテレスコープである。子宮にアクセスするために、一般に、
反射鏡が膣内に挿入され、次いで、子宮鏡システムの細長いシースが、膣及び頸管を通し
て挿入され、そして、直接的な可視化の下で、子宮腔内に進められる。ガス又は液体が、
しばしば、子宮鏡システム内の流入ポートを通して注入されると共に、子宮内に注入され
て、子宮腔を膨張させ、これにより、可視化と、広い領域における操作とが、可能になる
。頸管における患者の感受性のため、子宮鏡システムの上記細長いシースを時計の６時と
１２時の位置に保持し、頸管に対する横並び動作（側側動作、side-to-side motions）を
回避することが好ましい。一旦、卵管の小孔が特定されると、上記インサートを搬送する
ために、搬送カテーテルは、次いで、子宮鏡システムの稼働チャネルを通して、卵管内に
進められることができる。原理的に、２つの異なるタイプの子宮鏡システムがあり、入手
可能なシステムは、硬い（固い）システムと、柔軟なシステムである。
【０００４】
　硬い（固い）子宮鏡システムは、一般に、光学ガラス（ガラス目、glass optics）を有
してしており、最良の分解能を達成する。硬い子宮鏡システムは、図１A～１Cに示されて
いる。図示されるように、硬い子宮鏡システム１００は、アイピース１０２と、アクセス
ポート１０４と、流入ポート１０６と、流出入ポート１０８と、そして、硬くて細長いシ
ース１１０と、を含み得る。図１B及び１Cを参照すると、ガラス目（光学ガラス）１１２
と、稼働チャネル１１４と、流入チャネル１１６と、流出チャネル１１８とが、全て、硬
くて細長いシース１１０の末端部を通して延在しており、該末端部において終端を有して
いる。側面流出開口１２０は、その硬くて細長いシース１１０の末端部領域に沿って、含
まれることができる。上記目はガラスであることから、そのガラス目１１２と、細長いシ
ース１１０とは、必然的に、硬く（撓まず）、そして、そのガラス目１１２のテレスコー
プ角は、固定される。頸管を通しての、そして、子宮腔内への、挿入時には、頸管に対し
て、少しの、上下方向の、及び側側方向（左右方向、side-to-side）の、動き（動作、移
動）が、しばしば、必要となり、これは、患者に不快感を引き起こす。
【０００５】
　柔軟な子宮鏡システムは、典型的には、光学繊維と、１２０°～１６０°の範囲で偏向
可能な末端チップと、を含む。柔軟な子宮鏡の柔軟な輪郭は、頸管に対する側側方向の動
きが減じられた状態で、不規則な形状の子宮を通してのナビゲーション（操作）を許容し
得るものであり、これにより、硬い子宮鏡システムを頸管を通して挿入すると共に、それ
を子宮腔内で操作する、ことに関連し得る上記不快感は、回避される。その柔軟性は、一
般に、光学ガラス（ガラス目）より高価な光学繊維束であって、硬い子宮鏡システムの光
学ガラス（ガラス目）と同一の分解能を達成しない光学繊維束の使用により、可能になる
。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００６】
【特許文献１】米国特許第６，５２６，９７９号
【特許文献２】米国特許第６，６３４，３６１号
【特許文献３】米国出願公開第２００６／０２９３５６０号
【特許文献４】米国特許出願第１２／６０５，３０４号
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
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【０００７】
　本願発明の実施形態は、一般に、内視鏡システム及び方法に関する。より詳しくは、本
願発明の実施形態は、一般に、卵管（ファロービウス管）に経頸管的にアクセスするため
の、子宮鏡システム及びアダプターを提供する。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　本願発明の１実施形態において、アダプターは、細長の本体を含む。この細長の本体は
、当該細長の本体の末端部と基端部との間に延在する中央管腔と、末端部と基端部との間
における細長の本体の所定長さ沿いの湾曲部と、を備えた、管状の細長の本体であること
ができる。細長の本体の上記基端部は、硬い（固い）子宮鏡システムであることができる
内視鏡システムの稼働チャネルに、取り外し自在に接続されるように構成される。上記湾
曲部は、上記中央管腔を０°から９０°の間で、偏向させることができる。上記湾曲部は
、また、たとえば、０．００２０インチから２インチの間の曲率半径で形成されることが
できる。上記細長の本体は、更に、たとえば、０ｃｍから２０ｃｍの間にある直線部を含
むことができる。上記細長の本体の上記基端部は、内視鏡システムの上記稼働チャネルに
内に押圧フィット（押圧適合、プレスフィット、press fit）するように構成されること
ができる。これは、上記基端部におけるテーパ（先細り部）により、達成され得る。上記
アダプターは、また、若しくは、択一的に、細長の本体に取り付けられたスリーブであっ
て、内視鏡システムの硬くて細長いシース上を滑るように構成されたスリーブを含むこと
ができる。１実施形態において、スリーブは、当該スリーブの内側に、シリコンやウレタ
ン等の弾性材料であって、硬い子宮鏡システムの硬くて細長いシース上に跳ね返るような
弾性材料を含むことができる。その弾性材料は、Ｏ－リングであることができる。１実施
形態において、そのスリーブは、上記硬くて細長いシースの長さ沿いの側面流出開口に対
して整列するように構成されている、該スリーブの長さ沿いの突出部を含むことができる
。
【０００９】
　上記細長の本体は、種々の異なった材料から形成されることができる。幾つかの実施形
態によれば、その細長の本体は、透明材料から形成されても良く、或いは、透明材料のウ
インドウを含んでいても良い。当該透明材料は、内視鏡システムのガラス目（光学ガラス
、glass optics）に関して、また、アダプターの中央管腔を通しての搬送システムの操作
に関して、改善された視覚化（可視化）を許容することができる。上記細長の本体につい
て、透明材料を含むことは、要求されず、その細長の本体は、他の実施形態によれば、不
透明材料で形成されることができる。
【００１０】
　上記細長の本体は、硬い材料と、柔軟な材料と、の両方から形成されても良い。たとえ
ば、ポリカーボネート等の硬くて透明な材料ポリマーや、或いは、パイレックス（登録商
標）としても知られている、強化ソーダ石灰ガラスのような硬くて透明なガラス、が使用
されても良い。また、上記細長の本体は、ステンレススチールのような、硬くて不透明な
材料から形成されても良い。
【００１１】
　１実施形態において、上記細長の本体は、柔軟な材料から形成される。広範囲の柔軟性
が可能である。１実施形態において、上記細長の本体は、頸管の容易な挿管を許容すると
共に、頸管を通して前進させるときに、患者に、可能性として生じさせる不快感をより小
さいものとし、それにもかかわらず、子宮内に前進させるときに、意図された形状と湾曲
を保持するところの、柔軟なポリマーから形成される。１実施形態において、上記細長の
本体は、操作者による所望の湾曲を達成するために手動で変形することができる薄壁のス
チールから形成される。他の実施形態において、上記細長の本体は、形状記憶ポリマーか
ら形成されることができる。そのような実施形態において、その細長の本体は、直線的形
態で、頸管を通して挿入されることができ、それにより、初期の前進時において、患者へ
の不快感の量を最小化することができ、そして、子宮腔に挿入されて、たとえば、膨張流
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体により加熱された時に、所望の湾曲形状に変化することができる。
【００１２】
　１実施形態において、上記細長の本体は、所望の湾曲を得るために、操作者により調整
されることができる、少なくとも１つの調整可能なジョイントを含む。その調整可能なジ
ョイントは、所望の角度で該ジョイントを締め付けるための１セット（組）のスクリュー
を含むことができる。調整可能なジョイントを有する細長の本体は、中央管腔を形成する
内スリーブ（インナースリーブ）と、該調整可能なジョイントで接続された基端部アーム
及び末端部アームと、を含むことができる。他の実施形態において、上記細長の本体は、
所望の湾曲を得るために、操作者によりねじって（よじって）調整されることができる複
数の調整可能なシリンダーを含む。複数の調整可能なシリンダーを含む細長の本体は、中
央管腔を形成する内スリーブ（インナースリーブ）を含むことができる。
【００１３】
　１実施形態において、多数の異なった特徴を有する、同一ではない多数のアダプターは
、キットに組み立てられることができる。アダプター間の差別化（区別）は、種々の内視
鏡メーカーの稼働チャネルに適合（フィット）させることができ、或いは、特定の患者の
生体構造のための適切な構成（構造）を得ることができる。たとえば、同一ではない複数
のアダプターは、複数の細長の本体用に、複数の異なる曲率半径、複数の異なる偏向角、
或いは、複数の異なる直線部長さ、を有することができる。キットは、１つ以上の、直線
状アダプタ伸張部（拡張部）長さを有することができる。キットは、異なる特徴を多数組
み合わせたものを有する、同一ではない複数のアダプターを含むことができる。
【図面の簡単な説明】
【００１４】
【図１Ａ】子宮鏡システムの等角図である。
【図１Ｂ】子宮鏡システムの末端部の拡大等角図である。
【図１Ｃ】子宮鏡システムの末端部の断面等角図である。
【図２Ａ】本願発明の実施形態に係るアダプターの側面図である。
【図２Ｂ】本願発明の実施形態に係るアダプターの等角図である。
【図３】本願発明の実施形態に係る、子宮内に位置決めされた子宮鏡システムに取り付け
られたアダプターを示す。
【図４Ａ】本願発明の実施形態に係る、方向角が３１５°であるアダプターと、子宮鏡シ
ステムと、の上面図である。
【図４Ｂ】本願発明の実施形態に係る、１３５°の方向角に回転せしめられたアダプター
と、子宮鏡システムと、の上面図である。
【図４Ｃ】本願発明の実施形態に係る、１８０°の方向角に回転せしめられたアダプター
と、子宮鏡システムと、の上面図である。
【図５Ａ】本願発明の実施形態に係る、異なった偏向角（変位角）を有するアダプターの
側面図である。
【図５Ｂ】本願発明の実施形態に係る、異なった偏向角（変位角）を有するアダプターの
側面図である。
【図６Ａ】本願発明の実施形態に係る、異なった曲率半径を有するアダプターの側面図で
ある。
【図６Ｂ】本願発明の実施形態に係る、異なった曲率半径を有するアダプターの側面図で
ある。
【図７Ａ】本願発明の実施形態に係る、異なった直線区域（部分）長さを有するアダプタ
ーの側面図である。
【図７Ｂ】本願発明の実施形態に係る、異なった直線区域（部分）長さを有するアダプタ
ーの側面図である。
【図８Ａ】本願発明の実施形態に係る、アダプターウインドの側面図である。
【図８Ｂ】本願発明の実施形態に係る、アダプターウインドの上面図である。
【図９Ａ】本願発明の実施形態に係る、調整可能なジョイントを有するアダプターの等角
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図である。
【図９Ｂ】本願発明の実施形態に係る、調整可能なジョイントを有するアダプターの上面
図である。
【図１０Ａ】本願発明の実施形態に係る、調整可能なシリンダーの概略図である。
【図１０Ｂ】本願発明の実施形態に係る、複数の調整可能なシリンダーを有するアダプタ
ーの等角図である。
【図１０Ｃ】本願発明の実施形態に係る、複数の調整可能なシリンダーを有するアダプタ
ーの等角図である。
【図１１Ａ】本願発明の実施形態に係る、子宮鏡システムの稼働チャネル内に適合するア
ダプターの等角図である。
【図１１Ｂ】本願発明の実施形態に係る、テーパ状基端部を有するアダプターの側面図で
ある。
【図１１Ｃ】本願発明の実施形態に係る、テーパ状基端部を有するアダプターの等角図で
ある。
【図１１Ｄ】本願発明の実施形態に係る、テーパ状基端部とＯ－リングとを有するアダプ
ターの等角図である。
【図１２Ａ】本願発明の実施形態に係る、子宮鏡システムの細長のシース上に適合するア
ダプタースリーブの等角図である。
【図１２Ｂ】本願発明の実施形態に係る、Ｏ－リングを有するアダプタースリーブの等角
図である。
【図１２Ｃ】本願発明の実施形態に係る、突出部を有するアダプタースリーブの等角図で
ある。
【図１３】本願発明の実施形態に係るアダプターキットの概略図である。
【発明を実施するための形態】
【００１５】
　本願発明の実施形態は、一般に、内視鏡システムと方法とに関する。より詳しくは、本
願発明の実施形態は、一般に、頸部を横切って卵管（ファロービウス管）にアクセスする
ためのアダプターと、内視鏡システムと、を提供する。
【００１６】
　種々の実施形態とアスペクトは、以下に述べるディテールを参照して記載され、添付図
面は、種々の実施形態を示す。以下の記載と図面とは、本願発明の説明のためのものであ
り、本願発明を限定するものとして解釈されるべきでない。本願発明の種々の実施形態の
完全な理解に供するため、多数の特定の詳細について、記載される。しかしながら、幾つ
かの例において、良く知られた、或いは、周知の、詳細は、本願発明の実施形態に関する
解説を簡潔なものとするため、記載されない。
【００１７】
　本願発明の実施形態に従って、子宮鏡システムの稼働チャネルに取り付けられるように
構成され得るアダプターであって、種々のカテーテルや装置が、稼働チャネルと同様に、
有意な抵抗なしに、それを通って移動することを許容するアダプター、が記載される。本
願発明の実施形態は、子宮鏡システムについて、詳細に記載されるが、実施形態は、その
ようなものに限定されるものではなく、生殖器官にアクセスするための他の適切な光学的
な外科的装置と同様に、適切な内視鏡システムに対して、互換性（両立性）を有する。こ
こで、図２A及び図２Bを参照すれば、本願発明の実施形態に従い、アダプター２００は、
細長の本体２１０であって、該本体の末端部２１４と基端部２１６との間に延在する中央
管腔（内腔）２１２と、細長の本体の上記末端部２１４と基端部２１６との間の或る長さ
に沿ってある湾曲部２１８と、を有する本体２１０、を含み得る。幾つかの実施形態によ
れば、アダプター２００は、細長の本体２１０の上記末端部２１４と基端部２１６との間
の或る長さに沿ってある直線部２２２を含み得る。上記湾曲部２１８と直線部２２２とは
、もし、存在する場合には、複数の患者の生体構造の間における変化（変化率、変化量）
、たとえば、子宮の大きさや形状及び卵管に対する小孔の位置における変化、に適合する
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ように構成され得る。本願発明の実施形態は、細長の本体２１０の末端部と基端部との間
に延在する中央管腔（内腔）２１２を記載しているが、細長の本体２１０は、単一のコン
ポーネントであっても、或いは、複数のコンポーネント及び材料を含んでいても、良い。
本願発明の実施形態によれば、アダプター２００なしでは容易にアクセスすることができ
ない可能性があった領域にアクセスするために、カテーテルや、他の装置が、子宮鏡シス
テムの稼働チャネルと、中央内腔２１２と、を通って、前進せしめられ得る。本願発明の
多数の実施形態によれば、細長の本体２１０は、管状の細長本体であり、その中に延在す
る中央内腔２１２は、子宮鏡システムの管状稼働チャネルの延長部として、機能すること
ができる。
【００１８】
　図３は、本願発明の実施形態に係る、子宮内に位置決めされた子宮鏡システムに取り付
けられたアダプター２００を例示的に示す図である。図示されるように、子宮鏡システム
の硬い（固い）細長のシース１１０が、時計の６時と１２時の位置において、子宮及び頸
管内に位置決めされている。アダプター２００の基端部は、子宮鏡の稼働チャネルに対し
て、取り外し自在に結合されている。このアダプター２００は、更に、子宮鏡システムの
稼働チャネルの方向角を、卵管の小孔に向けて偏向させる湾曲部を含んでいる。
【００１９】
　図４A～図４Cを参照して、アダプター２００は、上記方向角を変えるために、子宮内で
回転させることができる。たとえば、子宮鏡システムとアダプターとが、アダプターの末
端部に出口を有する該アダプターの中央管腔の中心軸を第１の卵管の小孔に対して整列す
るように、一旦、位置決めされると、アダプター２００の末端部に出口を有する該アダプ
ターの中央管腔を第２の卵管の対応する小孔に対して整列するように、（細長のシース１
１０を含む）子宮鏡システムは、約１８０°回転させることができる。図４Aは、方向角
が３１５°であるアダプター２００を有する子宮鏡システムの上面図である。図４Bは、
方向角が１３５°を示しており、そして、図４Cは、アダプター２００が取り付けられて
いる子宮鏡システムを回転させることにより達成される、方向角が１８０°である上部（
上面）を示している。
【００２０】
　本願発明の実施形態によれば、子宮の大きさや形状及び卵管に対する小孔の位置におけ
る変化は、特定の湾曲部２１８と直線部２２２とを有するアダプターを、もし、存在する
場合には、子宮鏡システムの稼働チャネルに取り付けることを選択することにより、適合
させる（受け入れられる）ことができる。図５A及び図５Bを参照して、本願発明の幾つか
の実施形態によれば、アダプターがなす偏向角（偏位角）は、制御可能である。たとえば
、当該偏向角は、２０°から９０°であることができる。図５Aに示されるように、湾曲
部２１８は、アダプターの中心軸を２０°、末端部２１４に偏向させている。図５Bに示
されるように、湾曲部２１８は、アダプターの中心軸を９０°、末端部２１４に偏向させ
ている。図６A及び６Bを参照して、本願発明の幾つかの実施形態によれば、湾曲部２１８
は、制御された曲率半径を有することができる。たとえば、その曲率半径は、（図６Aに
示されるように）０．０２０インチから（図６Bに示されるように）２インチまで、であ
ることができる。図７A及び図７Bを参照して、本願発明の幾つかの実施形態によれば、直
線部２２２の長さは、もし、存在する場合には、特定の適用（使用、応用）又は生体構造
のために、調整されることができる。図示のように、図７Bにおける直線部２２２は、比
較的に、図７Aにおける直線部２２２よりも、より長くなっている。１実施形態において
、直線部２２２は、０ｃｍから２０ｃｍの長さを有することができる。
【００２１】
　アダプター２００の細長の本体２１０は、種々の異なる材料から形成されることができ
る。幾つかの実施形態によれば、細長の本体２１０は、透明材料を含むことができる。子
宮鏡の光学ガラスを用いれば、その透明材料により、使用者は、子宮鏡の稼働チャネル１
１４からアダプター２００の中央管腔２１２を通して前進せしめられる、カテーテルや、
その他の装置、を視認することができる。その細長の本体２１０が透明材料を含むことは
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、要求されない。そして、その細長の本体は、他の実施形態によれば、不透明材料から形
成されることができる。その細長の本体２１０は、また、透明材料と不透明材料の組み合
わせで形成されても良い。１実施形態において、直線部２２２は、透明材料から形成され
ることができ、そして、湾曲部２１８は、不透明材料から形成される。図８A及び図８Bに
示される他の実施形態において、細長の本体２１０は、子宮鏡システムのガラス目１１２
が、それを通して見る（検視する）ことができる、透明材料のウインド２２４を含むこと
ができる。視覚化（可視化）を補助し、ガラス目１１２用の視覚化（可視化）経路を提供
するために、ウインド２２４は、細長の本体２１０に沿う、どのような位置に設けられて
いても良い。図８Aに示される如く、細長の本体２１０を通して視覚化（可視化）経路を
提供するために、ウインド２２４は、また、細長の本体２１０の両側に設けられても良い
。
【００２２】
　細長の本体２１０は、硬い（固い）材料と、柔軟な材料と、の両方から形成されても良
い。たとえば、ポリカーボネートのような硬くて透明なポリマー材料や、また、パイレッ
クス（登録商標）として知られている、強化ソーダ石灰ガラスのような硬くて透明なガラ
ス、が使用されても良い。細長の本体２１０は、また、ステンレススチールのような、硬
くて不透明な材料から形成されても良い。１実施形態において、細長の本体２１０は、柔
軟な材料から形成される。広範囲の柔軟性が可能である。１実施形態において、細長の本
体２１０は、頸管の容易な挿管を許容すると共に、頸管を通して進められる時に、患者に
不快感を与えないようにするために、柔軟なポリマーから形成される。当該柔軟なポリマ
ーは、それにもかかわらず、それが、膨張（拡張）された子宮内に進められるときには、
意図された形状と湾曲を保持する。１実施形態において、細長の本体２１０は、操作者に
よる所望の湾曲を達成するために手動で変形することができる薄壁のスチールから形成さ
れる。他の実施形態において、細長の本体２１０は、形状記憶ポリマーから形成されても
良い。そのような実施形態においては、細長の本体２１０は、直線状形態で（つまり、湾
曲部２１８は無し）、頸管を通して挿入され、そして、子宮腔内に挿入される。これによ
り、初期の前進時に、患者への不快感の量は、最小化される。次いで、子宮腔内で、拡張
（膨張）流体により暖められた時に（つまり、体温に）、細長の本体２１０は、所望の湾
曲部２１８を有する、その記憶形状に、形が変わる（再構成される、reconfigures）。
【００２３】
　図９Ａ及び図９Ｂは、本願発明の実施形態に係る調整可能なジョイント２３０を含むア
ダプター２００のイラストレーションである。図示されるように、基端部アーム２３４と
末端部アーム２３６とを、互いに、所望の湾曲角で固定するために、この調整可能なジョ
イント２３０は、１つ、若しくは、それ以上のセット（組）のスクリュー２３２を含むこ
とができる。もっとも、この調整可能なジョイント２３０を固定するために、本願発明の
実施形態によれば、他の機械的構成も考慮されるが。中央管腔２１２を形成する滑らかな
内面を有する管状内スリーブ２４０は、同様に管状であり得るところの、上記基端部アー
ム２３４と末端部アーム２３６との内側に含まれることができる。このようにして、操作
者は、アダプター２００の湾曲角を、ユースポイント（使用場所、point of use）に、容
易に、調整できる。
【００２４】
　図１０Ａ～図１０Ｃは、調整可能なシリンダー２３８と、接続された複数の該調整可能
なシリンダー２３８から形成され得る調整可能なアダプター２００であって、所望の湾曲
部を得るために、操作者がそれらの接続部２４２をねじる（よじる、ひねる）ことによっ
て調整できる調整可能なアダプター２００と、を示す図である。複数の調整可能なシリン
ダーを含む細長の本体は、中央管腔２１２を形成する滑らかな内面を有する管状内スリー
ブ２４０を含むことができる。このようにして、操作者は、容易に、アダプター２００の
湾曲角をユースポイントに調整できる。
【００２５】
　本願発明の実施形態によれば、アダプター２００は、子宮鏡システムの稼働チャネルに
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、取り外し自在に、接続されるように構成される。図１１Ａ～図１１Ｄを参照して、細長
の本体２１０の基端部２１６は、子宮鏡システムの稼働チャネル１１４内に押圧フィット
（プレスフィット）するように構成されることができる。押圧フィットにより、細長の本
体は、稼働チャネル１１４に、接続されると共に、固定される。１実施形態において、基
端部２１６は、子宮鏡システムの稼働チャネル１１４と接続されるように構成されたテー
パ部（先細部）２２０を含むことができる。１実施形態において、稼働チャネル１１４か
ら延在する細長の本体２１０が、稼働チャネル１１４と略同一の外径を有するように、基
端部２１６は、稼働チャネル１１４の内側にフィットしても良い。図１１Ｄに示される実
施形態においては、シリコンやウレタン等の弾性材料２４４が、上記テーパ部２２０の外
側に設けられる。これにより、アダプター２００が稼働チャネル１１４内にプレスフィッ
トした時に、その弾性材料が、稼働チャネル１１４の内面上に跳ね返る。
【００２６】
　図１２Ａ～図１２Ｃを参照して、アダプター２００を子宮鏡システムに固定するために
、アダプター２００は、子宮鏡システムの硬い細長のシース１１０上で滑る（スリップす
る）ように構成されたスリーブ２５０を有することができる。スリーブ２５０は、たとえ
ば、ブラケット２５４をもって、細長の本体２１０に固定状態に取り付けられることがで
きる。図１２Ｂに示される実施形態において、スリーブ２５０は、該スリーブ２５０の内
側上の弾性材料２５６であって、硬くて細長いシース１１０の外側上に跳ね返る弾性材料
２５６をもって、子宮鏡システムに固定されることができる。たとえば、その弾性材料は
、Ｏ－リングの形状であることができ、そして、適切な材料、たとえば、シリコン、ウレ
タンや、その他、から形成されることができる。図１２Ｃに示される実施形態において、
スリーブ２５０は、該スリーブ２５０の長さ沿いに、複数の突出部２５８を含むことがで
きる。当該複数の突出部２５８は、硬い細長のシース１１０の長さ沿いの対応する複数の
側面流出開口１２０に対して整列すると共に、該側面流出開口１２０上に係止するように
構成されており、これにより、アダプター２００は、子宮鏡システム上に固定される。図
１２Ｂ及び図１２Ｃに示されるように、基端部２１６の近傍にある細長の本体２１０の基
端部分２２６は、子宮鏡システムの稼働チャネル１１４内に適合（フィット）するように
構成されることができる。基端部分２２６は、テーパ部２２０と同様に、テーパ状に形成
されることができ、或いは、択一的に、稼働チャネル１１４の直径よりも小さい一定の直
径を有することができる。細長の本体２１０の外径における変化を表しているバックスト
ップ２２８が備えられているが、これは、稼働チャネル１１４内への最大挿入深さのイン
ジケータ（指標）として、機能するものであり、稼働チャネル１１４の末端部面に当接す
ることができる。
【００２７】
　本願発明の実施形態によれば、特定の患者の生体構造用の適切な態様を得るために、複
数の同一でない内視鏡アダプターが、１セット（一式、一組、一揃い）で販売され得る。
たとえば、その複数の同一でないアダプターは、複数の異なる曲率半径、複数の異なる偏
向角（変位角）、又は、複数の細長の本体用の複数の異なる直線部長さ、を有することが
できる。１セット（一式、一組、一揃い）は、多数の異なった特性の組み合わせを有する
、複数の特定されないアダプターを含むことができる。図１３は、本願発明の実施形態に
係る、押圧適合（押圧フィット、プレスフィット）アダプターキットを示す図である。た
とえば、押圧適合アダプターキットは、テーパ部２２０と、０．４インチの直線部２２２
と、７ｍｍ（０．２７６インチ）の曲率半径と７５°の偏向角とを有する湾曲部２１８と
、を有する第１のアダプター３００、テーパ部２２０と、０．４インチの直線部２２２と
、５ｍｍ（０．１９７インチ）の曲率半径と６０°の偏向角とを有する湾曲部２１８と、
を有する第２のアダプター３０２、及び、テーパ部２２０と、０．４インチの直線部２２
２と、外方向にテーパが付けられている受け部２２１であってアダプター３００，３０２
の対応するテーパ部を受け入れる受け部２２１と、を有するアダプタ伸張部（拡張部）３
０４、を含むことができる。図１３に関して、曲率半径に関する特定のレンジ（領域）、
偏向角に関する特定のレンジ、及び直線部又はアダプターの伸張部（拡張部）に関する特
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定のレンジ、が記載されたが、本願発明の実施形態によれば、異なる特性のあらゆる組み
合わせを提供することが可能であり、そして、図１３に示されているそれらは、限定的と
いうよりは、むしろ、例示的なものとしてみなされるべきことが、理解されるべきである
。
【００２８】
　１実施形態において、操作者は、卵管の小孔の位置、生体構造、及び、操作者の好み、
の評価に基づいて、アダプターを選択することができる。もし、その小孔が横（側面、la
teral）にある場合には、より大きい偏向角を有する、より短い曲率半径が選択されるか
もしれない。もし、角状突起（cornua）が深い場合には、より長いアダプターが用いられ
るかもしれない。或いは、もし、ポリープ、若しくは筋腫が、その小孔を塞いでいる場合
には、より大きい曲率半径が選択されるかもしれない。
【００２９】
　一旦、操作者が、適切なアダプターを選択した場合には、そのアダプターは、稼働チャ
ネル内に押圧適合（押圧フィット、プレスフィット）されることができ、或いは、記載し
たような、子宮鏡システムの硬くて細長いシースの上に滑らせる（スリップさせる）こと
ができる。子宮鏡システムは、次いで、頸管に入れる際に気を付けながら、子宮腔内に挿
入されることができる。取り付けられたアダプターを備えた子宮鏡システムは、頸管を通
して追跡（観察、トラッキング、tracking）している間、患者の快適さを最大限にするた
めに、角度が付けられる必要があるかも知れない。一旦、小孔が視覚化されると、操作者
は、「エシュア」［登録商標］システム等のカテーテルシステムを、子宮鏡システムの稼
働チャネルに沿って追跡することが可能になり、アダプターにより偏向されたカテーテル
システムを視覚化することができる。本願発明の実施形態によれば、アダプターによるカ
テーテルシステムの偏向は、操作者が、子宮鏡システムの偏向の量を最小化することを許
容する一方、患者の快適さを最大限にする。そのカテーテルシステムは、次いで、インサ
ートを置く（配置する、デポジットする、deposit）ために、卵管内に追跡され、そして
、取り外される（取り除かれる）ことができる。本願発明の実施形態によれば、操作者は
、他の小孔にアクセスするために、アダプターの交換を決定するかも知れない。もし、そ
うなら、子宮鏡システムは、取り外し時に、アダプターが頸管を通して取り外されている
間、患者の快適さを最大限にするために、角度が付けられるかも知れない。そのプロセス
（過程）は、必要に応じて、繰り返されることができる。操作者は、単純に、子宮鏡シス
テムからアダプターを引っ張り、そして、新しいアダプターを選択することにより、アダ
プターの選択を変更することが可能である。
【００３０】
　上記明細書において、本願発明の種々の実施形態が記載された。しかしながら、添付の
特許請求の範囲に記載されているような本願発明のより広い精神とスコープから逸脱しな
い限り、種々の変形例や変更が、それに対してなされ得ることは、明らかであろう。その
明細書及び図面は、従って、限定的な意味（センス）においてよりも、むしろ、例示的な
意味において、考慮されるべきである。ここから、本願発明のスコープは、専ら、続く特
許請求の範囲によって限定される。
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